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NEC ExpressS 日00シリ-ズ 
Express 5800 /i 11 0Rc-lh 



巧障かな？とおつたとをは 


装置の運用および保守について説明します。 


曰常の巧守 （68 ページ） 

日常使う上で殖認しなければな6ない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明します。 

システム診断 （71 ぺージ） 

診断ユーティリティの使い方について説明します。 

障害時の対処 （75 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因の確認ちまやそ 
の対処ちまについて説明しています。 


オフラインな守ユーティリティ （88 ぺージ） 

保守ユーティリティの使い方について説 S 月します。 


移動と巧管 （89 ページ） 

本体を移動' 保管する際の手順やを意事項について説明します。 

ューザーサボート （9 1ぺージ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説巧しまず。サービスは弊社，お 
よび弊社が認をした保守サービス会社か6提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 


0NL- 4035 aE- 11 10Rc1h-000-05-0709 
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曰常の保守 

装置を常にベストな状態でお使いになるために，ここで説明するお認や保守を定期的に行って 
<ださい。万一、異常が見6れた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を化頼 
してください。 



定期的に本体の八 ー ドディスクドライブ巧の大切なデータをバックアップすることをお勧め 
しまず。最適なバックアップ用ストレージデパイスやバックアップツールについてはお買い巧 
めの販売店にお問い合わせください。 

八ードウエアの構成を変更したり， B の S の設をを変更したりした後は、オンライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってくだ 
さい。 




苗 I 障かな？と思ったときは 巨9 


ク IJ — ニング 


装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングして<ださい。 



警告 


爪瓜 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理*改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔6かい乾いた布で汚れを拭き取って<ださい。ミちれが落ちに<いとき 
は、次のようなち法できれいじなります。 


• シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になりまず。 

• コンセント、ケーブル、本体前面のコネクタ、本体内部はお巧に水など 
でめ5さないで<ださい。 


1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消口）になっていることを確認ずる。 

2. 本体の電源コードをコンセントか S 巧く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた巧でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔5かい巧を浸し、よく絞る。 

已.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

6. 真水でめ5してよく絞った巧でもう一度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 
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キーボード/マウス①ク U —ニング 

キーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯）に 
なっていることを確認した後，キーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 

マウスが正常に機能するためには，内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけれ 
ばなりません。マウスボールの汚れを防ぐためにほこりのかない場所で使用して、を期的に次 
の手順でクリーニングして<ださい。 


1 . 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消口）になっていることを確認する。 


2. マウスを裏返してマウスボールカ 
I (一を反時計回りに回して中か S 
マウスボールを取り出す。 



3. マウスボールを乾いた柔5かい巧などでふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯、または水で薄めた中性洗剤を少量含ませてふいてく 
ださい。 

4. マウス内部にある3つのルさな 
□- ラを綿棒などでふく。 

ミちれがひどいときはアルコールな 
どをか量含ませてふいてくださ 
い。 

已.マウスボールをマウスの中に戻 
す。 

手順3、4でマウスボールや□ーラをめ6した場合は、十分に乾燥させてからボール 
を入れてください。 

6. マウスボールカバーを元に戻して、時計回りに回して□ックする。 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行います。 

rEXPRESSBUILDER ( SE )」 の「ツール」メニューから「システム診断」を選択して診断して 
ください。 


システム該断の内容 


システム診断には、次の項目がありまず。 

参本体に取り付けられている P (モリのチェック 

• CPU キヤ 、ソ シュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


"~〇 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケープルを列してくだ 
Bto さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに誇響をおよぼずお 
それびあ日まず。 



ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは斤いませ 
ん。 
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だットアップ終了歡たットアッブ情報を 
パックアッブすることをお動めします。 

パシクアッブ情巧がおし、ときは、惚理得日時に 
お客巧执装是固有の價巧や設定を 巧 I 日でき。く 
U ります。 

パックアッブは、空ぎフロッピーディスクを 
1巧華偏して、ツールでオフラインがず 
ユーテイリテイの「システム情報の营埋」から 
「追避」ぞ遵巧してください。 

ツールメニューは、 EXPRESSB 川 LDER に 
収められている各種ユーティリティ封關 IJ 
でを 動し、 オペレー女が手動でだットアッブ 
を巧います。 


EXPRESSBU LDER 


次の手順でシステム診断を起動します。（本装置が運用中の場合はシャットダウンし、再起動 
できる状態にした後で手順1〜12を行ってください。） 

1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセント 
か5巧く。 

2. 本体に接続している LAN ケープルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を ON にする。 

4. 「 EXPRESSBUILDER ( S 巳」 CD - ROM を使ってシステムを起動する。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) か6起動すると画面に];又下のメニューが表示されます。 


EXPRESSBULDER(SE ) トツプメニユー 


システム診断の起動と終了 


画 i Bi 团 I 


5. 


[ツール]を選択ずる。 
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6. 「ッール」メニユーの[システム診断]を遇択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


試験クイトル 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始.終了.経過時圍および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で < Ente 「> キーを押すと試 
験の詳細を表示しまず。 

システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結まが 
ホく反転表示し、ち側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーを検化した試験に力ーソルを移動し < Enter > キーを押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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1. 画面最下段の「ガイドライン」に従い < Esc > キーを巧す。 
じ(下のエンドユーザーメニューを表示しまず。 

TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 

I — Enduser Menu — i 


<Test Result 〉 


<Device Lis わ 
<Log Info> 

<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result > 

前述の彰断終了時の画面を表示します。 

<Device List > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

<し〇巨 lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グをフ□、ソピーディスクへ保をすることができま 
す。フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォー マツ トミ斉みのフ□、ソピーデ ィス 
クをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし> < Save ( F )> を選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利巧できまず。 

< Reboot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーヴーメニューで < Reboot > を選択する。 

再起動し > システムが EXPRESSBUILDER ( SE ) か6起動します。 

日. EXPRESSBUILDER ( SE ) を終了し、光ディスクドライブか SCD-ROM を取り出 
す。 

10. 本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセントか6巧く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続ずる。 

W 上でシステム診断は終了です。 





ぶ瞎力、な？と思ったときな 7已 


障害時の巧処 

「古徘章かな？」と思ったときは、ここで説明ずる内容について磕認してください。該当するこ 
とが6がある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


エラーメッセージ 


本体になん6かの異常が起きるとさまざまなおでエラーを通®します。ここでは、エラーメッ 
セージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を ON じずると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常をお 
出)すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを适巧します。 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


な守ヴービス会社に連結するとをはディスプレイの表示やビープ音のバター 
Bto ンをメモしておいてください。アラーム表示はな守を行うと走に有用な情報と 
な日まず。 



POST のエラーメッセージー覧は本体のみのものです。マザーボードに接続さ 
れているオプションの SCSI コントローラボード、ディスクアレイコントローラ 
に搭載されている BIOS のエラーメッセージとそのか処方まについてはオプ 
ションに•添付の説明書を参照してください。 
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画面に表示される エラーメツセー ジ 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0200 

Failure Fixed Disk. 

八ードディスクドライフェラー。 

保守サービス会社に連總してください。 

0210 

Stuck Key. 

丰ーボード摇縮ェラー。 

キーポードを接続し直してください。 

0211 

Keyboard error 

丰ーボードの異常。 

キーポードを接続し直して再起動してく 
ださい。それでも直6ない場合は、保守 
サービス会なに連絡してください。 

0213 

Keyboard Locked - Un¬ 
lock key switch . 

キーポードが□ックされている。 

キースイッチの□ックを解踪してくださ 
し、。□ックを解除しても直らない場合 
は、保守サービス尝社に連絡して<ださ 
い。 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run SET¬ 
UP. 

モニ每のタイプが CMOS と一致し 
ない。 

SETUP を起動してください。 SETUP で 
直6ない場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset. 

システム RAM ェラー。 

保守サービス会社に連總してください。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset. 

シャドウ RAM ェラー。 

保守サービス含社に連總してください。 

0232 

Extended RAM Failed 
at address Line. 

拡張 RAM ェフー。 


0250 

System battery is 
dead — Replace and run 
SETUP. 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連總してバッテリを 
交換してください。（を換後、 SETUP を 
起動して設定し直してください。） 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default config— 
uration used. 

システム CMOS のチェックサムが 
正しくない。 

デフォルト値が設定されました。 

SETUP を起動して、設定し直してくだ 
さい。それでち直6ない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

0252 

Password checksum bad 
— Passwords cleared. 

パスワードのチェックサムが正しく 
ない。 

パスワードがクリアされました。 

SETUP を起動して設定し直してくださ 
い。 

0260 

System timer error. 

システムタイマーェラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付を設定 
し直してください。設定し直しても同じ 
エラーが続けて起きるときは保守サービ 
ス尝社に連絡してください。 

0270 

Rea し time clock er¬ 
ror . 

リアルタイムク□、ソクェラー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルタイムク□、ソクの時刻設をに 
誤りがある。 

02D0 

System cache error — 
Cache disabled. 

システムキャッシュェラー。 

キャッシュを使巧できません。保守サー 
ビス会社に連總してください。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching 

Limit. 

メモリが CPU のキャッシュの限巧 
を超えた。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

EGA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test FaiLed. 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

FaiL-safe Timer NMI 

Fa i Led . 

フェイルタイマの NMI ェラー。 


0B22 

Processors are in— 
stalled out of order. 

CPU の故障。 

保守サービス含社に保守を化頼して 

CPU を交禮してください。 

0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 

1. 

CPU #1ソケットにサポートしてし、 
ない CPU が搭載されている。 

保守サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 

2. 

CPU #2ソケットにサポートしてい 
ない CPU が搭載されている。 
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ディスプレイ上のエラーメッセー ジ 

意ほ 

対処方法 

0B30 

FAN 1 ALarm occurred 

ファンの異常を横化した（数字は 
ファン番号を W ず） 

ファンの故障またはファンの目づまりが 
考えられます。保守サービス会社に連絡 
して保守を化頼してください。 

0B31 

FAN 2 ALarm occurred 

0B32 

FAN 3 ALarm occurred 


0B33 

FAN 4 ALarm occurred 



0B34 

FAN 5 ALarm occurred 



0B35 

FAN 6 ALarm occurred 



0B36 

FAN 7 Alarm occurred 



0B37 

FAN 8 Alarm occurred 



0B38 

FAN 9 Alarm occurred 



0B39 

FAN 10 ALarm occurred 



0B3A 

FAN 11 ALarm occurred 



0B3B 

FAN 12 ALarm occurred 



0B3C 

FAN 13 ALarm occurred 



0B3D 

FAN 14 ALarm occurred 



0B3E 

FAN 15 ALarm occurred 



0B42 

Resource ConfLict 

リソースが競合しています。 

保守サービス会なに連絡してください。 

0B43 

Warning: IRQ not con- 
T 1 gured 

IRQ が設定:されていません。 


0B45 

System Configuration 
Data Write Error 

システム設定値の読み込みができま 
せん。 


0B5F 

Forced to use Proces¬ 
sor with error 

CPU エラーを横出した。 

CPU でエラーを横化したため、強制的 
じ起動しています。保守サービス会社に 
連絡してください。 

0B60 

DIMM gr'oup #1 has been 
disabled 

メモリエラーを横化した。メモリグ 
ループ# 1 が縮退している。 

保守サービス会なに連絡してください。 

0B61 

DIMM gr'oup #2 has been 
disab し ed 

六モリエラーを檢化した。六モリグ 
ループ#2が縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has been 
disabled 

メモリエラーを檢化した。^モリグ 
ループ#3が縮退している。 


0B63 

DIMM group #4 has been 
disab し ed 

メモリエラーを横化した。メモリグ 
ループ#4が縮退している。 


0B64 

DIMM group #5 has been 
disab し ed 

メモリエラーを檢化した。六モリグ 
ループ#5が縮退している。 


0B65 

DIMM group #6 has been 
disabled 

メモリエラーを横化した。メモリグ 
ループ#6が縮退している。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

湿度異常を檢化する遠中にエラーを 
檢化した。 


0B71 

System Temperature 
out of the range. 

温度異常を横化した。 

ファンの故障、またはファンの目詰まり 
が考えられまず。保守サービス会社に連 
總して保守を化頼してください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading . 

電圧を横化中にエラーが起きた。 

保守サービス会なに連絡してください。 

0B75 

System voltage out of 
the range . 

システムの電圧に異常を横化した。 


0B80 

BMC Memory Test 

Fa i Led. 

巨 MC デバイス（チップ）のエラー。 

一度電源を OFF にして.起動し直して 
<ださい。それでも直6ない場合は保守 
サービス尝社に連絡してください。 

0B81 

BMC Firmwa re Code 

Area CRC check 
干 ai Led. 


0B82 

BMC core Hardware 
干 a 1 Lure. 



0B83 

BMC 1BF or OBF check 
■fan Led. 

臣 MC のアドレスへのアクセスじ失 
敗した。 


0B8A 

BMC SEL area fuLL. 

システムイベント□グを書き込める 
容量がない。 

SETUP を起動して、 「 Server 」 メニュ ー 
の 「 Event Log Configuration 」で 、「 Clear 

All Error Logs 」 を選び、く Enter 〉 キーを 
押して□グを消去して < ださい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B8B BMC progress check 

1 1 meou t. 

BMC チェックを一時中断した。 

一度電源を日 FF にして、起動し直して 
< ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社し連絡してください。 

0B8C BMC command access 

f aiLed . 

BMC コマンドアクセスに失敗し 
た。 

0B8D CouLd not redirect 

the console - BMC 

Busy — 

コンソールリダイレクトができな 
い EMC ビジー)。 

0B8E CouLd not redirect 

the console - BMC 

Error — 

コンソールリダイレクトができな 
し '!( 巨 MC エラー)。 

一度電源を日 FF にして、起動し直して 
< ださい。それでち直らない場合は保守 
サービス会なに連絡してください。 

0B8F CouLd not redirect 

the console - BMC 
Parameter Error — 

コンソールリダイレクトができな 
し '! 旧 MC パラメータエラー)。 

0B90 BMC PLatform Infor¬ 

mation Area corrupt¬ 
ed . 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
< ださい。それでち直 6 ない場合は保 
守サービス会なに連總してください。 

0B91 BMC update firmware 

corrupted . 

0B92 Interna L Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではあ L 」 ませんが、一度 
電源を OFF じして、起數し直してくだ 
さい。それでも直 6 ない場合は保守 
サービス会なに連絡してください。 

0B93 BMC SDR Repository 

empty. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF 【こして、起動し直して 
< ださい。それでち直 6 ない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B94 IPMB signal Lines do 

not respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller) の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を OFF ( こして、起動し直してくだ 
さい。それでも直 6 ない場合は保守 
サービス会なに連絡してください。 

0B95 BMC FRU device faiL- 

ure. 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではあ L 」 ませんが、一度 
電源を OFF じして、起載し直してくだ 
さい。それでも直 6 ない場合は保守 
サービス会なに連絡してください。 

0B96 BMC SDR Repository 

f aiLure. 

センサデータレコード情報を格納 
した SROM の故障。 

一度電源を日 FF にして、起動し直して 
< ださい。それでち直 6 ない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B97 BMC SEL device faiL- 

ure. 

BMC デバイス（チップ）の故障。 

0B98 BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 

0B99 BMC Fatal hardware 

error. 

BMC のエラー。 

0B9A Management controL- 

Ler not responding. 

BMC のエラー。 

RMC のファームウエアをアップ □- 
ドしてください。それでも直 6 ない場 
合は保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B9B Private 12C bus not 

responding. 

プライベートに C バスより無応 

一度電源を日 FF にして、起動し直して 
< ださい。それでも直らない場合は保 
守サービス会社し連絡してください。 

0B9C BMC internal excep¬ 

tion. 

BMC のエラー。 

0B9D BMC A/D timeout er¬ 

ror . 

BMC のエラー。 

0B9E SDR repository cor¬ 

rupt. 

BMC のエラーまたは SDR の 
デー女の破損。 

0B9 F SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイ 
ベント □ グのデークの玻損。 

OBBO SMBIOS - SROM data 

read error. 

SROM のデー女リードエラー。 

保守サービス尝社に連總してくださ 
い。 

0BB1 SMBIOS - SROM data 

checksum bad. 

SROM のデークチェックサムエ 

フー〇 

8100 Memory Error detect¬ 

ed in DIMM group #1. 

^ モリエラーを檢化した。 

保守サービス含社に連總して該当する 
グループの DIMM をを樓して<ださ 
い。 

8101 Memory Error detect¬ 

ed in DIMM group #2. 

8102 Memory Error detect¬ 

ed in DIMM group #3. 

8103 Memory Error detect¬ 

ed in DIMM group #4. 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意ほ 

対処方法 

8160 Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 1. 

CPU #1 の周波数が合っていませ 

保守サービス会なに連絡してください。 

8161 Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 2 • 

CPU #2の周波数が合っていませ 

Expansion ROM not 
initiaLized - PCI 
Mass Storage Con¬ 
trol L e r in sLot xx 

オプション ROM の展開領域が不 
足。 

SCSI コント□-ラで、 OS がインストー 
ルされている八一 ドディスクドライブを 
接続しない場合はそのポードの ROM 雇 
開を無効にしてください。 

「システム BIOS のセットアップ 
( SETUP )」 の PCI Configuration サブ 
メニュー （43 ページ）を参照してくだ 
さい。 

H/W Configuration 

0 千 BMC is corrupt¬ 
ed . 

! ! Update BMC F/W 
Configuration by 
configuration 
too L ! ! 

! !R e f e r to BMC 
configuration man¬ 
ual!! 

RAS 機能の設をが行われていませ 

保守サービス会なに連絡してください。 
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ビープ音によるエラー巧知 

POST 中にエラーをお化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを届巧します。エラー 
はビープ音のい < つかの音の組み合わせでその内容を通巧し ます。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、 1 回、 1 回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意巧，対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

3-3-( 總リ返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連維してマザーボードを 
交換してください。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取りがけ状態を磕認してください。 
それでち直6ない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM またはマザーボードをさ換し 
てください。 

1-3-1-3 

キーポードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直してください。それで 
も直6ない場合は保守サービス会社に連絡し 
てマザーボードを巧鹽してください。 

1 -3-3-1 

メモリを横化できない 
メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取リイ寸け状態を磕認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM 、 またはマザーボードをを換 
してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low 臣 yte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1- 己- 1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連縮してマザーボードを 
交換してください。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交換してください。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連總してマザーボードを 
交撰してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ポードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取リイ寸け状態を確認して<ださい。 
それでも直6ない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交換してください。 


ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や巧断などにより AC 電源の供給が遮断 
か" t 幼 され、システムの再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありま 
せん 0 
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仮想 LCD 上の エラーメッセージ 

EXPRESSSCOPE エンジン EMC ) Web ブラウザ画面上で、仮想 LCD のエラーメッセージを 
お認できます。上段と下段それぞれのエラーメッセージの一覧と障害内容、その対処方法を示 
しまず。 

仮想 LCD については、 EXPRESSSCOPE エンジンューザーズガイドを参照してください。 



LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 


LCD 下段表示 
巨 MC メッセージ 


• LCD 上段表示メッセージ 


LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 

障害内容 

対処ちま 

XX BIOS Rev XXXX 

POST 実行中の表示でず 

POST が完了するまでお待ちください。 

Prepare To Boot 

POST が完了すると表示されます。正常 
に動作しています。 

Boot が完了するまでお待ちください。 

Mem Reconfigured 

メモリが縮退した状態で動作していまず。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Mem Err Disable 

メモリ訂正可能エラーが多発しています。 

CPU Reconfigured 

CPU が縮退した状態で動作しています。 

Mem 併 y C-Err XX 

メモリの回復可能エラーが発生していま 
す。 

Memory U-Err XX 

六モリの回復不能エラーが発生しました。 

PCI Bus SERR XX 

PCI バスの SERR が発生しました。 

PCI Bus PERR XX 

PCI バスの PERR が発生しました。 

Chipset Err XXXX 

Chipset のエラーが発生しました。 
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• LCD 下段表示メッセージ 


LCD 下段表示 

BMC メッセージ 

障喜内容 

対処ち法 

Prod VccpAlm XX 

電圧異常を横化。 

XX が09の場合上限異常を示す。 

XX が日2の場合下限異常を示す。 

XX が07の場合上限警告を示す。 

XX が0日の場合下限警告を示す。 

保守サービス会社に連絡してください。 

己巨 P Vtt Aim XX 

己巨 +1 .己 V Aim XX 

己巨 +1.8 vAlm XX 

己巨 +3.3 vAlm XX 

己巨+日 . Ov Aim XX 

己巨 +12 v Aim XX 

V 巨 AT Aim XX 

己巨 Temp 2 冉 Im 0日 

装置巧の温度異常 （ 低温）を檢化した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 

6れます。保守サービス会社に連絡して保守 
を依頼してください。 

己巨 Temp 2 Aim 02 

装置巧の温度警告 （ 低温）を檢化した。 

己巨 Temp 2 Aim 07 

装置巧の温度異常（高温）を檢化した。 

己巨 Temp 2 Aim 09 

装置巧の温度警告 （ 高湿）を横出した。 

CPU 1 Temp Aim 00 

CPU の内部温度異常（低温）をお化した。 

CPU 1 Temp Aim 02 

CPU の内部温度警告（低温）をお化した。 

CPU 1 Temp Aim 07 

CPU の内部温度異常（高温）をお化した。 

CPU 1 Temp Aim 09 

CPU の内部温度警告（高湿）を檢化した。 

DUMP Request ! 

ダンプボタンが押された。 

メモリダンプが操取し終わるまでお待ちくだ 
さい。 

OS shutdown Aim 

0 S の STOP エラーが発生した。 

画面に表示されたメッセージを記録し、メモ 
リダンプが採取し終わるまでお待ちになった 
後、保守サービス会社に連絡し保守を化演し 
てください。 

Power On Cnt Aim 

電源異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡し保守を依頼してく 
ださい。 

240 VA Power Down 

Power Unit 1 Aim 

電源 ユニット 1 の異常が発生した。 

電源コードが接続されているか確認し、それ 
でも直6ない場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

Proc Missing 

CPU が実装されていない。 

保守サービス会社に連絡し、 CPU またはマ 
ザーボードを交換してください。 

Proc T-Trip 

CPU 1 の湿度異常により強制電源日 FF を 
行った。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Processor ERR 

CPU 1 の内部エラー ( IERR ) が発生した。 

SMI timeout 

システム管理割り込み処理中にタイムア 
ウトが発生した。 

WDT timeout 

ウォッチドックタイマタイムアウトが発 
生した。 

Sys Fan 1 Alarm 

ファンアラームを檢化した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 

6れます。保守サービス会社に連絡して保守 
を依頼してください。 

Sys Fan 2 Alarm 

Sys Fan 3 Alarm 
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思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の殖認、処 
理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てから、保守サービス会社に連給してください。 


本体について 

[?] 電源が ON にな5ない 

□ 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

-電源コードが本体の電源規格に合ったコンセントほたは UPS) に接続され 
ていることを確認してください。 

- 本体に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が巧 
れていたり、プラグ部分が巧れていたりしていないことをお認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを殖認してください。 

一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること，および UPS 
か6電力が化力されていることを確認してください。詳しくは UPS に添付の 
説明書を参照してください。 

また、 B の S セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設定がで 
きます。 

□ POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本体前面にある POWER スイ、ソチを押して電源を ON (POWER ランプ点好）じ 
してください。 

の 電源が OFF にな5なし、 

□ POWER スイッチの機能を無効にしていませんか？ 

一いったんシステムを再起動して、 B の S セットアップユーティリティを起動し 
てください。 

<確■認する メニュ ー ： （"Security」 一 「Power Switch Inhibit」 ^ 「Enable 山 > 
[?] POST が終わ日ない 

□ メモリが正しく搭載されていますか？ 

- 最ほ1枚の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

□ 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時闇がかかる場合が 
あります。しば6くお待ちください。 
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□ システムの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

- 起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常をお化し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はわう一度、起動し直して<ださい。また、再起動直後は、 B の S の起動メッ 
セージなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないようを 
意してください。 

□ 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

- 弊社が指をする機器 W かは動作の保証はできません。 

[?] が付けデバイスにアクセスでをない（または正しく動作しない) 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

- インタフェースケーブルや電源コードが確美に接続されていることを殖認し 
てください。また接続順唐が正しいかどうかお認してください。 

□ ドライバをインス!■'ールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必、要な 
ものがありまず。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

□ オプションボードの設定を圍違えていませんか？ 

一 PCI デバイスについては届常、特に設定を変更するお要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設をがあ要なものわあります。詳しくはボードに添付の 
説明書を参照して正しく設定してください。 

ーシリアルポートや USB ポートじ接続しているデバイスについては、 I/O ポート 
アドレスや動作モードの設定があ要なものわあります。デバイスに添付の説 
巧書を参照して正しく設をしてください。 

[?] キーボードやマウスが正し<機能しなし、 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

-本体前面にあるコネクタに正しく接続されていることを磕認してください。 

一本体の電源が ON になっている園に接続すると正しく機能しません （U 雄デパ 
イスを除く）。いったん本体の電源を OFF にしてか6正しく接続してください。 

□ BIOS の設定を聞違えていませんか？ 

-B の S セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更することができ 
ます。 B の S セットアップユーティリティで設をを痛認してください。 

□ ドライバをインストールしていますか？ 

一 使用している 0S に添付の説明書を参照してキーボードやマウスのドライバが 
インストールされていることをお認してください（これ6は 0S のインストー 
ルの際に標準でインス!-―ルされます）。また、 0S じよってはキーボードやマ 
ウスの設定を変更できる場合があります。使用している 0S に添付の説明書を 
参照して正しく設定されているかどうかお認してください。 
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巧] フ□ッピーディスクにアクセス（読み込み、または書を込みが）でをなし、 

□ フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていまずか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに「カチ、ソ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 

□ 書き込み禁止じしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを「書き込み巧」 

にセットして<ださい。 

□ フォーマットしていますか？ 

ーフォーマットミ斉みのフ□、ソピーディスクを使用ずるか、セットしたフ□、ソ 

ピーディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については, 
0S に添付の説明書を参照してください。 

[?] CD - ROM にアクセスできない-正しく再生できない 

□ 本装置で使用できる CD-ROM ですか？ 

一 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねまず。 

一 Macintosh 専用の CD-ROM は使用できません。 

[?] 正ししに D - ROM を挿入したのにむ下のメッセージが表示される 


CD - ROM が挿入ちれていないか.誤った 
CD - ROM が挿入されています。 

正しし) CD - ROM を挿人してください。 


0 K 


□ CD-ROM のデータ面がミちれていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

一 CD-ROM ドライブか 6CD-R0M を取り化し、よごれや傷などがないことをお 
認してから、 再度 CD-ROM をセットし、 [0K] をクリックしてください。 

口] 八ードディスクドライブにアクセスでをない 

□ 本体で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

-弊社が指定する機器かは動作の保証はできません。 

□ 八ードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？ 

- 八ードディスクドライブの取り付け状態やケーブルの接続状態を確認して< 
ださい。また、八ードディスクドライブを固定するネジは八ードディスクド 
ライブに添付されているネジを使用してください。 

口] OS を起動でをない 

□ フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 

□「EXPRESSBUILDER(SE)」CD-ROM をセットしていませんか？ 

一 「EXPRESSBUIDLER」CD-ROM を取り化して再起動してください。 
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[?] ネットワーク上で認識されなし、 

□ ケーブルを接続していますか？ 

一 本体前面にあるネットワークポートにお実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであるこ 
とをお認してください。 

□ BIOS の設定を聞違えていませんか？ 

一 己の S セットアップユーティリティで巧蔵のネットワークコント□—ラを無効 
にすることができます。 B の S セットアップユーティリティで設をを痛認して 
ください。 

□ プロトコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

- 本体ネットワークコント□-ラ用のネットワークドライバをインスIルし 
てください。また、 TCP/IP などのプ□トコルのセットアップや各種サービス 
が殖実に設走されていることを確認してください。 

□ 転送まをの設定を園達えていませんか？ 

-本体に標準装備の内蔵ネットワークコント□-ラは、転送ま度が1000 Mbps, 
100 Mbps と 10Mbps のネットワークでも使用することができます。この転送 
ま度の切り替えまたは設定は 0S 上か6巧えますが、「自動お出」という機能は 
使用せず、1000 Mbps、 100 Mbps または 10Mbps のいずれかに設定してくだ 
さい。 

また、接続している八ブと転送速度やデュプレックスモードが同じであるこ 
とを確認してください。 

[?] スタンバイげ態か 5 Wake on LAN び動作しない 

- 次の設定を磕認して<ださい。 

— 八ブ設定は Auto-Negotiation にしてください。 

— クライアント側は Auto-Negotiation/ 最適速度設定にしてください。 

* 八ブ/クライアント共Iこ100 0M 固定設定ではスタンバイ状態から 
Wake on LAN ができません。 
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EXPRESSBUILDER ( SE ) につし、て 

EXPRESSBUILDER(SE) か6起動できない場合は、次の点についてお認してください。 

t?l EXPRESSBUILDER 旧 E ) CD 书 0 M か5本装置ホ拓動でホなぃ 

ーシステム BIOS の起動デバイスが正しく設定されていない可能性がありまず。 
正しく設定できているか確認してみてください。 

一 POST を実行中に EXPRESSBUILDER(SE) CD-ROM をセットし、再起動しな 
いとエラーメッセージが表示されたり、 0S が起動したりしまず。 

[?] EXPRESSBUILDER 旧 E ) の実行中にエラーメッセージが表示された 

一 EXPRESSBUILDER(SE) の実行中、何6かの障害が発生すると、 W 下のよう 
なメッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連 
絡してください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではあり 
ません。 

EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) の対象マシンではあり 
ません。対象マシンで実行してください。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ ( NvRAM ) にアクセスできませ 
ん。 

八ードディスクドライプへのアクセスに 
失敗しました。 

八ードディスクドライブが接編されていないか、 

八ードディスクドライブが異常です。八ード 
ディスクドライブが正常に接続されていること 
を確認してください。 
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オフライン保守ユーテイリテイ 

オフライン保守ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解がを行うためのユーティリティ 
です。 ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の磕認ができます。 



• オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用ずるプ□グラムで 
ず。オフライン保守ユーティリティを起動ずると、メニューにヘルプ 
(機能や操作方法を示ず説明）がありまずが、無理な操作をせずにオフ 
ライン保守ユーティリティの操作を熟ミ日している保守サービス会社に連 
絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティが起動ずると、クライアントか5本製品 
へアクセスでをなくなりまず。 

• オフライン保守ユーティリティのメニュー内でフロッピーディスクを使 
用ずる場含は、あ5かじめ他のコンピュータなどを利用してフォーマッ 
卜済みのフ□ッピーディスクを華備してください。フォーマット機能は 
使用でをません。 


オフライン保守ユーテイリテイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティは次のちまで起動することができます。 


• EXPRESSBUILDER ( SE ) からの起動 

「EXPRESSBUILDER(SE) トップメニュ ー 」 ねら 「ツール」または「ツールメニュー」 一 
「オフライン保守ユーティリティ」の順に選択すると、 CD-ROM よりオフライン保守ユー 
ティリティが起動します。 

• フ□ッピーディスクか S の起動 

「EXPRESSBUILDER(SE) トップメニュ ー 」の「ツール」一「サポートディスクの作成」 
で作成した「オフライン保ずユーティリティ起動 FD」 をセットして起動すると、オフラ 
イン保守ユーティリティが起動します。 


オフライン保守ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、じ(下の機能を実巧できまず（起動方法により、 
実行できる機能は異なりまず)。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI (Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
SEL) 、センサ装置情報 （SDR) 、保守巧あ部品情報 (FRU) の表示やバックアップをし 
ます。本機能じより、本製品で起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特を 
することができます。 
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装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページな降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理*改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


移動と保管 

本体を移動-保管ずるときは次の手順Iこ従ってください。 



A ミち意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページな降の説 
明をご覧ください。 

1人で搬送•設置をしない 
中途半端に取り付けない 
指を挟まない 
局温注思 


フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連結してください。 

八ードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいてください。 

J \- ドディスクドライブを內蔵している場合は A — ドディスクドライブ 
に衝撃を与えないよラにま意して本体を移動させてください。 

再度、運用ずる際、內蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管ずることをお勧めしまず。 

装置を保管ずる場合は、保管環境条件（温度：-10で〜已已で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


1 . 本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消灯）にずる。 

2. 本体に接続している電源 コー ドを コン セントか S 抜く。 

3. 本体に接続しているケープルやが付けオプション装置をずべて取りがず。 

4. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと個包する。 


警告 
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，"〇 輸送をや保管を、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確 
詔*調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買いボめの販売ち、または保守ヴービス会社に保守を依頼してください。 
本装置および、巧蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露が発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となりまず。 
装置の移動後や保管後、再び運用ずる場台は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 
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ユーザーサポート 

アフターサービスを お受けになる前に，保証および サービスの 内容についてお認してくださ 
い。 


保証にごいて 


本装置には『保証書 J が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入しておミ度し 
しますので、記載内容を殖認のうえ、大切に保管してください。保証期聞中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書 J およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧<ださい。 

保証期聞後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に連 
給してください。 


"~〇 • 醉な賀外（ヴードパーティ）の裂品、または醉社び認定していない装 

置3 置やインタフエースケープルを使巧したために起きた装置の故障につい 

ては、その責任を負いかねまずのでご了 7 否ください。 

• 本阳こ、製品のお式、 SERIAL No. (号機ま号)、定あ裂造業ち名、 
賀造国び明記された銘板が貼ってありまず。，眼売店にお問い合わはずる 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の觀造番号とな証書の保証蚕 
号び一致していまはんと、巧罰期間巧に故居した場合でち、巧罰を受け 
6れないことびありまずのでご確認ください。巧一違ラ場合は、，眼売店 
にご連経ください。 


銘板 
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修理に出される前に 


r 故障かな？」と思った6、 U 下の手順を行って<ださい。 

1 . 電源 コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （7 已ページ)」を参照してください。該当ずる症状があれば記載さ 
れている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作ずるために必要となるソフトウェアが正しくインス I ルされている 
ことを確認します。 

4. 市販のウィルス検出プ□グラムなどでサーバをチェックしてみてください。 

と J 上の処理を巧ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの製社または保守サービス会社にご連絡ください。その隐にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示わご殖認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先じついては、 
イ寸録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧<ださい。 

なお、保証期聞中の修理は'必ず保証書を添えてお申し込みください。 


"-0 この装置は日本国内仕様のため、階社のミ毎巧拠点で修理ずることはで走ませ 
置3 ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に化される時は次のちのを巧意して<ださい。 

□ 保証書 

□ ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

□ 障害情報（障害情報は保守サービス会社か6指示があったときのみ用意して<ださ 
い。） 


□ 本体' 周辺機器の記録 
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補修用部品について 


本装置の巧修届部品の最低保有期聞は、製造打ち切り後5年です。 


巧巧サービスにごいて 


保守サービスは弊社の保守サービス会社、および弊社が認をした保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ふ、の上、ご都 
合に合わせてご利用いただけまず。 

なお、お客様げ保守サービスをお受けになる隐のごち談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類巧意しております。 


保守 サービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に巧術者を派遣し.修理にあたりまず。この保守ちまは. 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との圉に維持 
保守契約を結ばせていただきまず。さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくは 
この機の説明をご覧ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金は 
その都度精算する方まで、作業の内容によって異なりまず。 


蜡社では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの詳 
細じついては 、 「NEC 8番街 （ http :// nec 8. com /)」 の「サポート情報」をご覧ください。 





• ヴービスを受けるためには事前の契約が必要でず。 

• ヴービス料金は契約ずる日数/時間帯により異なりまず。 
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情さ良サービスについて 


本製品に関するご質問-ご巧談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよくおおかめの上、おかけください。 

ファー ストコンタクトセンター 
TEL . 03-34 已已-已800りで表） 

受イ寸時園/9:00〜12:00、 13:00-17:00 月匿日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供していまず。 

http://nec8.com/ 

『8番街』：製品情報， Q & A など最お情報満載！ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

『Club Express ] : [Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800 
シリーズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介していまず。 

httpV/www.fieldin 呂 .co.jp/ 

NEC フイールデイング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、 
施設工事などの情報をご紹介していまず。 





